古代 イン ド の 暦 と 「 兄 」( 好 7 が Zs) 


阪本 (後藤 ) 純子 


時 の 周期 的 変化 一 昼 と 夜 , 月 の 満ち 欠け , 季節 の 移ろい , 太陽 と 星 の 

1 年 の 巡り 一 を た だ 受動 的 に 感じ る だ け で な く , 観察 と 計測 に より 暦 と い 
う 知 の 体系 に 作り 上 げた 事 は , 人 間 の 生活 に 画 期 的 な 進化 を も た らし た と 考 

えら れる 。 時 を 測り 位置 付け る 暦 は , 農耕 ・ 牧 畜 を 初め と する 生産 活動 の み 

な ら ず 宗教 儀礼 の 遂行 に も 不可 欠 で あり , ヴェ ー ダ と 総称 され る 古代 イン ド 
祭 式 文献 に お いて 重要 な 役割 を 果たし て いる 。 


ヴェ ー ダ 文献 9 に 残る 古代 イン ド 暦 は , 他 の 多く の 古代 暦 と 同様 に 太陽 
暦 と 太陰 暦 の 融合 し た も の で ある が , 基本 は 夜空 に 現れ る 月 の 満ち 欠け と そ 
の 白道 (天球 上 の 月 の 軌道 ) 上 の 位置 で ある 。 具体 的 に は , 白道 周辺 に ほぼ 
等 間隔 に 位置 する 27 な いし 28 の 恒星 , また は 星座 を 月 宿 (4ksgzg-) と 定 
め る ?。 バ ビ ロ ニ ア の 黄道 (天球 上 の 太陽 の 軌道 ) 12 宮 , 中 国 の 赤道 28 宿 
に 対 し て , 白道 を 基準 と し , 特に 満月 の 位置 が 重視 され た こと が 注目 され る 。 
夜空 の 月 が 目印 で ある か ら , 日 没 か ら 次 の 日 没 ま で を 1 日 と し , 期 か ら 次 の 
期 ま で を 1 ヶ月 と する 。 月 は 毎夜 , 白道 上 を 進み な が ら 異 な る 月 宿 に 宿り , 
期 に は 太陽 に 宿る 。 こ れ に 関し , 男性 神 で ある 月 と 妻 で ある 諸 月 宿 と の 関係 
が 月 の 満ち 欠け の 起源 と と も に 黒 ヤ ジュ ル ヴ ェ ー ダ ・ サ ン ヒ ター 散文 ? に 語 
られ , また , 月 と 太陽 の 娘 と の 婚 問 が リグ ヴェ ー ダ X 8$ に 歌わ れる 。 他 方, 
恒星 で ある 月 宿 は 太陽 暦 に 従い , 季節 と 共に 天空 上 の 位置 を 変え る 。 従 っ て 


満月 が 位置 する 月 宿 は 毎月 変わ り , その 
帰 年 ( 約 363.24 


ヶ月 が 命名 され る 。1 量 


月 宿 の 名 に 表 


づき 彰 か ら 彰 まで の 1 
) と 


) が 12 の 期 望月 ( 約 29.$ 


半 月 ( 約 11 日 : この 期間 を 含む 夜 は 12 夜 ) か ら 成る こと は 既に リグ ヴェ ー 
\ て 認識 され て いた も の と 思わ れる ?。 


ダ (B.C. 1200 年 頃 の 編 無 ) に お 


月 の 背 望 は 太陽 暦 に 対し 毎 4 
ある 春分 ・ 秋 分 ・ 


E 約 11 日 ずれ る の で , 満月 と 太陽 年 の 節 
夏 玉 ・ 冬 至 と の 時 間 関 係 も , 恒星 で ある 月 宿 と の 位置 関係 


で 


も 毎年 変化 する 。 満 月 が 二 つ の 月 宿 の 中 間 に 位 置 す る こと も 多い 。 ま た 望 が 


昼間 に 起こ る 場合 は , その 前 後 の 夜 の 月 の どちら を 溢 


題 が 生じ る 。 期 の 夜 の 決 


に 表 


E に も 同様 の 


本 


難 が ある 。 溢 


月 と みな すか と 
月 と 恒 


) う 間 
と の 位置 関係 


づく ヴェ ー ダ 磨 に は この よう な 曖昧 さ が 付 き 纏 う 。 


27 - 28 の 月 宿 名 は アタ ル ヴ ァ ヴェ ー ダ (B.C. 1000 年 以降 ) に 初め て 現 
れる ?: 黒 ヤ ジュ ル ヴ ェ ー ダ ・ サ ン ヒ ター 散文 に お ける 列挙 ? は 学派 に より 


好 77gs (女性 名 詞 な 2- 


と され , Pleiades 
アタ ル ヴ ァ ヴェー ダ に 現れ ?, 


団 「 兄 」 に 


の 歌 」 I 164,1$ 一 16 で 意図 


同 


若干 相違 する が , 現在 に 至る まで 受け 継が れる 。 
「 糸 を 紡ぐ 女 」 また は 「 革 職人 の 女 」? の 複数 形 ) 
E ビ され る 。 77Zs は 単 列 
先 選 0 グーー タ "(BLJ2 
され て いる 可能 司 


第 一 の 月 宿 9 は 一 貫 し て 


Rh の 星座 名 と し て 
世紀 頃 編 無 ) の 
満月 が zzs に 宿る 


E が ある "9。 


期 望 月 の 名 称 は , その 派生 語 刀 77k2- で ある 。27<28 の 月 和 宿 が 婦 7 が gs か ら 


始ま る 以上 , 1 年 が Kartika 月 か ら 始 まる こと が 予期 さ 】』 


る が , 直接 に は そ 


の よう な 記述 は ヴェ ー ダ 文献 に 見 られ な い 。 


A.D. 2000 年 の 時 点 で Pleiades は 黄 経 60*0732? 
位 思 し , 春分 点 か ら 約 2 ヶ月 離れ て いる 。 地 球 か ら 見 て , 
同 方 向 に , 望 の 時 に 太陽 と 正反対 の 方 向 に 位置 する の で , 満月 が Pleiades 


と 


赤 経 3 時 4$ 分 0 秒 ) に 
月 は 期 の 時 に 太陽 


の 近辺 に 来る の は , 秋分 か ら 約 2 ヶ 月 後 を 中 心 に 11 月 中 旬 か ら 12 月 上 旬 で 


ある 。 他 の 条件 は 無視 し て 歳 差 ) か ら の み 概 算 す る と , お よそ B.C. 2300 年 


頃 に Pleiades は 春分 点 と 同じ 黄 経 0' ( 赤 経 0 時 ) に 位置 する 。 そ の 場合 は 秋 


分 時 に 満月 が Pleiades (な Zs) の 経度 に 位置 する こと に な り , Karttika 月 は 
秋分 月 と な る 。 た だ し , 月 の 彰 望 と 太陽 暦 と の ずれ か ら , 実際 に 満月 が Pleiades 


近辺 に 位置 する 夜 は 秋分 を 中 心 に 前 後に 移動 する 。 
Pleiades 近辺 に 宿る と いう 条件 で あれ ば , Pleiades の 位置 が 黄道 上 を 約 14 
分 ずれ た 時 代 と な り , B.C. 1300 年 頃 に 該当 


ロッ パ 語 族 に 属す る 言語 


F コ ロロ 


秋分 


の 後に 滴 月 が 


に 位置 し た 時 


する と 推定 され る 。 イン ド ・ ヨ ー 
話す 人 々 は イン ド ・ イ ラン 共通 時 
B.C. 1300 年 頃 に 現在 の アフ ガニ スタ ン 山 岳 地帯 か ら イ ンダ ス 河 上 流域 に 移 
動 し た と 推測 され て いる 。 ZZsy が 春分 点 


『 代 か ら 分 か れ , 


代 は それ より も 佑 


か に 以前 で ある が , 秋分 後 の 満月 が Zs の 近辺 に 宿 ろ あの は , イン ド 側 で ヴ 


ェ ー ダ 祭 式 が 成立 し つつ あっ た 時 代 の 最初 


1 年 の 


に 重なる 。 


と 再生 を 象 
会 暦 で は , 昼 と 夜 の 長 さ が 


態 等 一 に 応じ て 為 さ れ た と 推測 され る 。 バ ビ 


気候 , 風土 , 生 


手 


区 切り を どこ に 置く か と いう 問題 が ここ で 浮上 する 。 一 般 に 太陽 
暦 な いし その 影響 の 強い 太陽 太陰 暦 で は , 1 太陽 年 の 終点 三 起点 は 太陽 の 死 
徴 す る 冬至 に 置か れる こと が 多い 。 他 方 , より 吉 い 起源 の 太陽 太 
同じ に な る 春分 ・ 秋 分 を も っ て 1 年 を 
分 な いし 秋分 に 続く 満月 を 新年 と し て 祝う 傾向 が 強い よう で ある 。 
分 か と いう 選択 は それ ぞ れ の 文明 の 条件 


区 切り , 春 
春分 か 秋 
生活 


NN ベ 3 


<) 


ロニ ア 暦 や ユダ ヤ 上 旧暦 ( 教 暦 ), 


イラ ン 暦 で は 春分 が , ユダ ヤ 新 暦 ( 政 暦 ) や ケル ト 暦 で は 秋分 が 新年 と され , 


バビ ロニ ア の 新年 祭 な いし ユダ ヤ 暦 の 過 超 祭 は 


新年 祭 は 春 


分 に , 


[春分 に 続く 満月 に , イラ ン の 
ユダ ヤ 暦 の 仮 庵 祭 は 秋分 に 続く 満月 に 球 り 行わ れる 。 欧米 


の 万 聖 節 お よび 前 夜 の ハロ ウィ ー ン も ケル ト 暦 の 新年 祭 に 遡る 可能 性 が 強い 。 


ヴェ ー ダ 文献 で は , 1 年 の 


8 


視 す る 観念 も 見 られ る 。 1 


E 始 と する 考え 方 が 基 
年 を 春分 月 か ら 


区 切り を 冬至 と し , 冬至 月 (Magha) の 下弦 の 
(eZs72 が -) を 年 末 , そ の 次 の Phalguna 月 の 満月 を 有 
本 で ある が , 春分 な いし 秋分 を 


始め る 暦法 に は 比較 的 新しく 導入 され た バビ ロニ ア 暦 | か ら の 影響 が 用 え 
され る Sakamedha 祭 ?「 一 緒 に 繁栄 する 祭 」 


る 。 他方 , Karttika 月 の 満月 に 催 


( 翌 と 


に 1 年 に 一 度 の 大 祖 霊 祭 


Rudra f 


へ の Tryambaka 祭 を 伴う ) は , 上 記 


の よう に ヴェ ー ダ 祭 式 成 立 の 最初 期 に は 秋分 の 後 の 満月 に 行わ れる 大 祭 で あ 
り , ユダ ヤ 暦 の 仮 庵 祭 を 想起 させ る 。 万 7zs に 始ま る 27-28 月 宿 と と も に 
Sakamedha 祭 に は 秋分 を 新年 と する 古い 暦 の 痕跡 が 想定 され る 。 こ の 暦 が イ 
ンド ・ ヨ ー ロ ッ パ 語族 の 内 部 で 成立 し た の か , 他 文 明 . た と えば 古代 メソ ン ポ 
タ ミ ア か ら 取 り 入 れ ら れ た の か , ある い は 人 類 の 共通 の 遺産 で あや る の か , と 
いう 問題 は 今後 の 解明 を 待つ 。 


な お , 時 代 は 下る が , ヒン ドゥー 教 の 新年 祭 Dwarr ( 古 イ ンド ・ ア ー リ 
ア 語 2axg な 「 灯 火 の 列 」> 中 期 イ ンド ・ ア ー リ ア 語 が yz た > の た > Hindr 
の wg な ) は ASvina 月 ( 注 7 参照 ) 未 日 と 期 の 夜 , お よび Karteka 月 初日 ( 新 
月 ) を 中 心 に 行わ れる 「 灯 火 の 祭 」 で ある "?。 一 般 に 起源 は 不明 と され て い 
る が , 秋分 後 の 新 月 祭 に 由来 する と 考え られ , 秋分 を 起点 と する 暦 を 前 提 と 
する 。 灯火 と いう 点 で は ハロ ウィ ー ン ・ 万 聖 節 と の 類似 が 注目 され る 。 


り 本 稿 で は 約 B.C. $ 世紀 以前 に 成立 し た , 古 ウ パニ シャ ッ ド と シュ ラウ タス ー ト ラ 
まで の 文献 を 指す 。 ヴ ェ ー ダ 補助 学 と し て の 暦 学 ジョ ー テ ィ シ ャ Jyotisa (B.C. 400 
頃 以 降 バ ビ ロ ニ ア 暦 学 の 影響 下 に 成立 , 注 12 参照 ) は 含ま な い 。 


2 月 宿 お よび ヴェ ー ダ 礎 に 関し て は A.A. Macdonell and A.B. Keith, Vedic mdex of 
Names and Subjects, London 1912, vol. Is.v. naksatra, vol. II s.v. masa が 概 維 を 与え る 。 


臣 礎 的 研究 と し て は A. Weber の 諸 論 文 が 挙げ られ る : Die vedischen Nachrichten 
von den grg7g (Mondstation) 1, II, Abhandlungen der philologisch-historischen Klasse 


der Koniglichen Akademie der Wissenschaften zu Berlin, 1860, 283 一 332, 1861, 267 一 


400: Uber den Vedakalender, Namens yo が sy。 do. 1862, 1 一 130。 更 に, 祭 式 ( 祭 火 設 
置 祭 ) と の 関連 に お いて , H. Krick, Das Ritual der Feuergtndung (Agnyadheya), Wien 
1982, 9 一 47 参照 。 


3 Kathaka-Samhita XT 3:147.1 一 12. 


02) 


11) 


12) 


13) 


14) 


本 書 , 後藤 敏文 
Saunaka 派 XIX 7, 


「 古 代 イ ンド 文献 に 見 る 天空 地 」, 6. 
2 (Paippalada 派 に 欠く )。 


机 


E 未 の 12 日 , 参照 。 


祭 式 Agnicin (Agnicayana アグ ニチ ャ ヤナ , 大 規模 火 壇 構 築 祭 ) の 解説 : Maitrayanr 


Samhita IT 13,20:1 


65,12-166,12: Kathaka-Samhita XXXTIX 13:130,14 一 131,10: Taittirrya- 


Samhita TV 4.10.1 一 3。B.C. 8 世紀 頃 編 筐 か 。 
ヴェ ー ダ 期 よ り 後 の イ ンド 天文 学 は ギリ シア ・ バ ビ ロ ニ ア 天 文学 の 影響 を 受け , 黄 


道 座標 の 出発 点 


(春分 点 ) に 位置 する 白 羊 宮 Aries に 條 い syzzz (ved. yy の gg 双 


数 形 : 雄 羊 座 By に 同定 され る ) を 月 宿 の 先頭 に 置く よう に な る (矢野 道雄 『 密 教 


占星 術 』 6Sf 参照 )。 他 の 条件 を 無視 し て 歳 差 ( 注 11) か ら の み 概 算 す る と , 雄 3 
B ( 黄 経 34705307) は B.C. $ 世紀 中 頃 に , 雄 羊 座 y ( 黄 経 33*18427) は B.C. 4 
世紀 後半 に 黄 経 07 と な り , その 時 代 に は Asvina 月 が 秋分 月 と な る 。 


43 


語義 解釈 と 文献 に 関し て は M. Mayrhofer。 Etymologisches Worterbuch des 


Altindoarischen, Heidelberg 1992, s.v. /7 が 2- 参照 。 


Saunaka 派 TK 7.3 
本 書 , 後藤 敏文 
『 リ グ ヴ ェ ー ダ 』 


(Ed. Visvabandhu IX 12.3): Paippalada 派 XIX 139.5。 
「 古 代 イ ンド 文献 に 見 る 天空 地 」, 8.『 リ グ ヴ ェ ー ダ 』 の 星 , 8.1. 
第 1 巻 第 164 讃歌 「 謎 の 歌 」 か ら 。 


36323 日 間 の 黄 経 の 一 般 歳 差 は A.D. 2000 年 1 月 1.3 日 時 点 で 5029".0966 と され る 


“に 伝播 し た : D 


(国立 天文 台 編 2009 年 度 理科 年 表 に よる )。 
Pinsree お よび 矢野 に よれ ば B.C. $ 世紀 項 (ヴェ ー ダ 期末 期 ) に イラ ン 経 由 で イン 


. Pingree, History of Mathematical Astronomy in Imdia, Dictionary of 


Scientific Biography, Vol. 15, Supplement L, New York 1978, 533 一 538: 矢野 道雄 『 イ ン 


天文 学 ・ 教 学 M 


』 (科学 の 名 著 1) 8,22f, 巻末 表 。 


整備 され た ヴェ ー タ 祭 式 体系 で は 季節 祭 Caturmasya の 中 に 組み 入れ られ て いる 。 
A.V Kane, History of Dharmasastra V-1, Poona 1974, 194 一 210 参照 。 


